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本日の内容

冷熱と温熱のユースポイントが近い工程を選定する

冷熱と温熱の熱バランスを考慮する

熱回収ヒートポンプの稼働時間が最大化できる
ようベース熱源としての運用を計画する

ヒートポンプ検討時のポイント（サマリー）
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本日の内容
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冷却と加熱のユースポイントが遠ければ周辺工事が大規模化してしまうため、極力近いポイ
ントを選定することが重要です。

ヒートポンプ検討時のポイント（冷温熱ユースポイント距離）

冷水と温水（蒸気）のユースポイント
が極力近いポイントを選ぶ！！
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冷水(冷房）基調の場合

ヒートポンプ検討時のポイント（冷温熱バランスの確保）
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本日の内
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＜定格運転時＞
（冷温熱量が潤沢にありバランスしている時）

＜冷温熱量がアンバランスな時＞
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加熱熱量の過大供給により、温水温度が上昇し、
いずれ自動保護停止します

ヒートポンプの稼働時間の最大化を図るため、年間を通して極力冷温熱量バランスを確保する
ことが重要です。

冷水(冷房）基調の場合
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温水(暖房)基調の場合で冷温熱量がアンバランスな時は、冷熱熱量の過大供給により、
冷水温度が低下し、いずれ自動保護停止します。
冷温熱量のバランスが変わる時は基調を切り替える必要があります。
基調切替を自動で行う停まらナビというシステムもございます。(オプション対応)
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冷却熱源、加熱源ともに負荷のピーク熱量に合わせて熱源を選定することが一般的です。

熱回収ヒートポンプはベース機として冷温熱が供給できる負荷に対して使用し、冷温熱の不足分はそれ
ぞれチラーやボイラ等で負荷追従、バックアップすることが一般的です。
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通年を通して冷却負荷と加熱負荷が潤沢にあり、
ベース負荷として活用できる負荷ゾーン

他熱源（チラー）で負荷追従
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ヒートポンプ検討時のポイント（ベース熱源としての運用）
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本日の内容
＜加熱負荷条件＞
✓ 加熱負荷熱量
（年間データが望ましいがピーク負荷でも可）

✓ 加熱負荷必要温度
（使用しているのは温水か生蒸気か、何℃程度か）

✓ 既設加熱熱源仕様
（ボイラであれば年間使用蒸気量等のデータ）

✓ 温水用途
＜冷却負荷条件＞
✓ 冷却負荷熱量
（年間データが望ましいがピーク負荷でも可）

✓ 冷却負荷必要温度
（使用している冷水は何℃程度か）

✓ 既設冷却熱源仕様
（ターボ冷凍機、吸収式冷凍機、水冷チラー等の仕様）

✓ 冷水用途
＜ユーティリティ条件＞
✓ 稼動時間（年間稼働時間）
✓ 電力単価（○円/kWh)

✓ ガス（重油）単価（ガス○円/㎥ or  重油○円/L）

ヒートポンプ検討時のポイント（導入検討試算に必要なデータ）


